
論理パーティション
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論理パーティションの設定
論理パーティションを使用すると、Cisco Unified Communications Managerシステムを次のように
設定できます。異なる位置情報間でコールが発生したときにVoIPリソースと PSTNリソースを混
在させることができるよう 1回線、複数回線、アナログの各電話機を設定して、コールの制限を
回避できます。電話機には、位置情報（[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウ）と、位置
情報フィルタ（[デバイスプール設定(Device Pool Configuration)]ウィンドウ）だけを設定できま
す。

論理パーティションを設定するには、以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Enable Logical Partitioningエンタープライズパラメータの値を [True]に設定して、論理パーティ
ションを有効にします。

ステップ 2 新しい [位置情報の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウで一連の位置情報を定義します。

ステップ 3 デバイスプール、デバイス、トランク、ゲートウェイ、またはMGCPポートに位置情報を割り当
てます。

ステップ 4 DefaultGeolocationエンタープライズパラメータで指定されたデフォルト位置情報に位置情報を割
り当てます。

ステップ 5 論理パーティションのデフォルトポリシーを定義します。関連する位置情報ポリシーレコードの

[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウで、ポリ
シーの許可/拒否が明示的に設定されていない場合は、このポリシーに従って、有効な位置情報お
よび位置情報フィルタに関連付けられているデバイス間で PSTNコールを許可するか、拒否する
かが決定されます。 [エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィン
ドウを使用して、Logical Partitioning Default Policyエンタープライズパラメータの値を設定しま
す。

ステップ 6 論理パーティションポリシーチェックに参加していないデバイスについては、位置情報を未指定

として定義するか、または未定義のままにしておきます。

位置情報または位置情報フィルタに関連付けられていないデバイスは、論理パーティ

ションポリシーチェックに参加しません。この関連付けないという設定は、個々のデ

バイスレベル、デバイスプールレベル、またはエンタープライズパラメータレベル

で定義できます。

（注）

ステップ 7 新しい [位置情報フィルタの設定(Geo Location Filter Configuration)]ウィンドウで一連のフィルタ規
則を定義します。

ステップ 8 デバイスプール、トランク、クラスタ間トランク、ゲートウェイ、またはMGCPポートに位置情
報フィルタを割り当てます。

ステップ 9 Logical Partitioning Default Filterエンタープライズパラメータに指定されているデフォルトのフィ
ルタに位置情報フィルタを割り当てます。

ステップ 10 新しい [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウで
一連の論理パーティションポリシーレコードを定義します。

ステップ 11 位置情報ポリシーレコードデバイスタイプペア間で一連のポリシーを定義します。

{{Geolocation Policy1, devType1}, {Geolocation Policy2, devType2},
policyValue}

ステップ 12 異なるクラスタのデバイスを論理パーティションポリシーチェックに参加させるには、次のよう

にロケーション伝達をオンにします。

•ローカルクラスタのクラスタ間トランク（ICT）またはSIPトランクで [位置情報の送信(Send
Geolocation Information)]チェックボックスをオンにします。

•リモートクラスタの ICTまたはSIPトランクで [位置情報の送信(SendGeolocation Information)]
チェックボックスをオンにします。
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関連トピック

論理パーティション, （1ページ）
論理パーティション用のエンタープライズパラメータ, （10ページ）
位置情報の設定

位置情報フィルタの設定

論理パーティションポリシーの設定, （43ページ）
ロケーション伝達の設定

論理パーティションの機能
論理パーティションでは、Cisco Unified Communications Managerで提供するコール制御機能を指
定します。これにより、VoIPエンティティの次のペア間の通信を制御できます。

1 VoIP電話機と VoIPゲートウェイ

2 VoIPゲートウェイと別の VoIPゲートウェイ

3 クラスタ間トランクと VoIP電話機

4 クラスタ間トランクと VoIPゲートウェイ

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの設定に関するオプションがあるため、このような各種VoIP
デバイスが相互に通信できるようにしたり、デバイスを 1つのデバイスまたは 1つのデバイスグ
ループに制限したりできます。エンドポイントには、論理パーティションポリシーロジックは

存在しません。

基本コールの確立時だけでなく、コール中機能の動作時にも、このような通信を制御するには、

論理パーティションが必要になります。

Cisco Unified Communications Manager基本ルーティングポリシーは、コーリングサーチスペース
およびパーティションで構成されています。禁止されている基本コールが確立されないようにす

るにはこのポリシーだけで十分ですが、禁止されているコールがコール中機能によって確立され

ないようにするには十分とは言えません。 Cisco Unified Communications Managerでは、このよう
なコール中機能は、参加やリダイレクトに影響を与えるために内部で使用されることが多いこと

から、一般に参加機能やリダイレクト機能と呼ばれます。

論理パーティションは、このようなコール中シナリオを処理するようにCiscoUnifiedCommunications
Managerを拡張します。論理パーティションの設定は補足機能とは独立しています。補足機能の
場合は、補足機能に参加またはリダイレクトされるデバイスに基づいてポリシーチェックが実行

されます。

論理パーティションポリシーチェックは、コール処理中、番号分析/コーリングサーチスペー
ス/パーティションロジックより後に実行されます。

（注）
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論理パーティションソリューションは、次の要素で構成されています。

•識別子：デバイスごとに一意の識別子を関連付けるためのフレームワーク。

•ポリシー：管理者は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerシステムの 2つのデバイス（VoIP
電話機およびゲートウェイ）間の相互接続を決定する規則またはポリシーを定義できます。

設定したポリシーは、デバイスペア間で双方向に機能します。

•ポリシーチェック：コール処理だけでなく、転送、ピックアップ、アドホック会議などの機
能が、定義されたポリシーをチェックし、その内容に従って参加者間のコールまたは機能を

許可します。

識別子

識別子は、Cisco Unified Communications Manager論理パーティションソリューション内のデバイ
ス（要素）ごとにデバイスタイプを表します。デバイスタイプにより、すべての要素が内部と

ボーダーの 2つのタイプに分類されます。次の表に、各デバイスタイプに関連付けられている
Cisco Unified Communications Managerデバイスを示します。

表 1：デバイスタイプおよび関連付けられている Cisco Unified Communications Managerデバイス

Cisco Unified Communications Managerデバイスデバイスタイプ

ゲートウェイ（たとえば、H.323ゲートウェイ）

クラスタ間トランク（ICT）。ゲートキーパーによる制御とゲート
キーパー以外による制御の両方

H.225トランク

SIPトランク

MGCPポート（E1、T1、PRI、BRI、FXO）

ボーダー

電話機（SCCP、SIP、サードパーティ）

CTIルートポイント

VG224アナログ電話機

MGCPポート（FXS）

Cisco Unityボイスメール（SCCP）

内部

MGCP PRI Q.SIGデバイスの場合、[位置情報(Geolocation Info)]での内部 Cisco Unified
Communications Managerデバイスタイプは「QsigDevice」です。これは [内部(Interior)]にマッ
ピングされます。 [内部(Interior)]はオンネットデバイスに使用されます。

（注）
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Q.SIG ICTトランク、Q.SIG H225トランク、および Q.SIG H323ゲートウェイの場合、[位置情
報(Geolocation Info)]での内部 Cisco Unified Communications Managerデバイスタイプは
「AccessDevice」です。これは [ボーダー(Border)]にマッピングされます。 [ボーダー(Border)]
はオフネットデバイスに使用されます。

（注）

Cisco Unified Communications Manager要素の分類は編集できません。ボーダーおよび内部だけ
を指定できます。特定のデバイスを分類するには、前述の表に示すスキームに従って分類する

必要があります。たとえば、SIPトランクはボーダー要素にだけ分類できます。

（注）

詳細については、位置情報識別子を参照してください。位置情報識別子の例については、位置情

報の例を参照してください。

許可ポリシーおよび拒否ポリシー

VoIPネットワークトポロジのシステム要件に基づいて、論理パーティションに次のデフォルト
システムポリシーを提供するように Cisco Unified Communications Managerを設定できます。

•拒否：（前に挙げた）タイプ 1～ 4の VoIPデバイス参加者間でコールまたは機能がブロッ
クされます。

VoIP通信を許可するには、論理パーティション設定によって許可ポリシーを設定します。

•許可：（前に挙げた）タイプ 1～ 4の VoIPデバイス参加者間でコールまたは機能が許可さ
れます。

VoIP通信を拒否するには、論理パーティション設定によって拒否ポリシーを設定します。

インド通信規制の適用性

Telecom Regulatory Authority of India（TRAI）の規制では、エンタープライズデータネットワーク
および公衆電話交換網（PSTN）経由の音声トラフィックを厳密に区別し、トールバイパス目的で
この 2つのネットワーク間のコールを混在させてはならないと規定されています。

次に、制限される（つまり、許可されない）基本シナリオを示します。

• PSTNゲートウェイをパススルーするコールが、WANを使用して、地理的に異なる場所にあ
る VoIP電話機または VoIP PSTNゲートウェイに直接接続されます。

◦インドに PSTNゲートウェイが存在する場合でも、このシナリオは厳しく制限されま
す。 PSTNはインド以外の国、VoIP電話機はインドにあって、接続した結果インドの
通信サービスプロバイダーの収益が低下する場合、この接続は制限の対象となります。

次に、許可される基本シナリオを示します。

•地理的に異なる場所にある 2つの VoIP電話機を直接結ぶコール
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•地理的に同じ場所にある VoIP電話機から PSTNゲートウェイへのコール

PSTNゲートウェイをパススルーするコールが、IPテレフォニーを使用して、異なるサイトまた
は地理的場所（位置情報）にある VoIP電話機または VoIP PSTNゲートウェイに直接接続しない
ようにする必要があります。

配置要件

TRAI規制を順守し、トールバイパスを回避しつつ、推奨される設定ガイドラインに従って、1回
線電話機がVoIP（非公開ユーザグループ [CUG]）または PSTNネットワークの外部に達すること
ができるようにする必要があります。

トールバイパスを回避するには、論理パーティションを有効にします。（注）

利用可能な Cisco Unified Communications Managerのサポート

Cisco Unified Communications Managerでは、論理パーティション機能の実装に先立って、次のサ
ポートが提供されます。

•複数の電話機が、同じ回線を使用して、VoIPネットワークまたは PSTNネットワークに達す
ることができます。

•既存のコーリングサーチスペース（CSS）およびパーティションのメカニズムにより、基本
コール専用にネットワークをパーティション化できます。

1 回線の制限

論理パーティション機能の設定なしで（または設定前に）1回線を使用するときには、次の制限
があります。

•コール中の参加：転送などの補足機能の呼び出し時に、WAN上の VoIPネットワークに接続
するコールとPSTNネットワークに確立される別のコールがともに参加することがあります。

•リダイレクト：自動転送などの補足機能の呼び出し時に、WAN上の VoIPネットワークを流
れるコールが PSTNネットワークにリダイレクトされることがあります。

論理パーティション機能が有効になっていないと、制限の対象となるシナリオを呼び出さないよ

うに補足機能を設定することができません。

論理パーティションを使用する前の既存の配置

インドなどの国では、電話機の分割回線を使用して、VoIP（CUG）ネットワークと PSTNネット
ワークを分けています。この実装はこれまで、低コストのアナログ電話機と 1回線の VoIP電話
機を使用できないようになっていました。

2回線の電話機を使用する配置の場合、回線をまたいで参加（JAL）や回線をまたいで直接転送
（DTAL）などの補足機能を呼び出すと、TRAI規制で制限されるシナリオとなることがありま
す。このような配置を TRAI規制に準拠させるには、論理パーティション機能が必要です。
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これまでの経緯

従来、インドの規制では、VoIPシステムを PSTN相互接続システムとは物理的に分けるよう規定
されていました。ユーザは、局間電話コール専用にVoIPシステムで電話を使用していましたが、
PSTNと相互に通信する必要があるコールは PSTNシステムを使用して確立する必要がありまし
た。 2008年時点の TRAI規制では、単一のシステムで両タイプのコールをサポートすることが許
可されています。ただし、禁止されているコールは完了しないようにシステムを設定できる場合

だけです。 Cisco Unified Communications Managerシステムでは、論理パーティションという用語
はこの機能を指します。

リリース 7.1（x）よりも前の Cisco Unified Communications Managerを使用してインドでエンター
プライズ VoIPを実装する場合は、VoIP接続と PSTN接続のいずれにも同じ Cisco Unified IP Phone
を使用します。 Cisco Unified Communications Managerでは、参加者が VoIPドメインまたは PSTN
ドメインに存在する 1回線から補足機能を呼び出すときには、VoIPトラフィックと PSTNトラ
フィックの混在を制御するための特定の設定はサポートされていません。規制に準拠するため

に、これまでインドに VoIPを実装する場合は、PSTNコールおよび VoIPコールに VoIP電話機の
分割回線を使用していました。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、各回線の設定にパーティションおよびコーリングサー
チスペース（CSS）という概念を導入しています。このため、VoIPドメインと PSTNドメインの
制御が別々になっており、1回線の電話機では転送などの機能を実行できません。このような機
能を呼び出すと、PSTNネットワークで VoIPの参加が可能になるためです。

この制限があるため、インドではシスコシステムズの装置を使用してエンタープライズVoIPを配
置しても、少なくとも 2回線を備えた電話機を使用するという制限が引き続き存在し、ほとんど
のカスタマーにとっては経済的なソリューションとなりません。また、この制限のため、仕様に

より 1回線となっている低コストのアナログ電話機を使用するソリューションも、VG224/VG248
ゲートウェイを使用するソリューションも実現できません。

これらの制限に対処するために、Cisco Unified Communications Managerソリューションでは管理
者ポリシーによってCiscoUnified IPPhoneで1回線の論理パーティションを設定できるようになっ
ています。ただし、参加者の属性タグまたは位置情報に基づいて、コール参加またはコールの転

送を制御する必要があることに注意してください。

論理パーティションアーキテクチャの概要
論理パーティションソリューションには、次の要素のプロビジョニングが必要です。

•位置情報識別子の設定

◦管理者は、位置情報セット（住所）を定義できます。

◦管理者は、これらの位置情報を VoIP電話機、VoIPゲートウェイ、IPトランク、デバイ
スプール、およびエンタープライズパラメータに割り当てることができます。

◦管理者は、位置情報からフィールドのサブセットを選択し、VoIPゲートウェイ、IPト
ランク、デバイスプール、およびエンタープライズパラメータに関連付けるフィルタ

を定義できます。
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◦ポリシーの設定

◦管理者は、位置情報ポリシーレコードを定義し、接続を許可するか拒否するかを示すポ
リシーを位置情報ポリシーレコードのマトリクスに含めることができます。設定した

ポリシーは、デバイスペア間で双方向に機能します。

◦クラスタ間での位置情報の伝達

◦コールの確立時だけでなく、コール中の参加およびリダイレクト時にも、クラスタ間で
位置情報を伝達できます。

論理パーティションでの位置情報および位置情報フィルタの使用

Cisco Unified Communications Manager管理者は、以下の項目を定義する必要があります。

•論理パーティションを使用するデバイスごとの位置情報。詳細については、位置情報の特徴
を参照してください。

•論理パーティションを使用するデバイスごとの位置情報フィルタ。詳細については、位置情
報フィルタ機能を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager管理者は、次に位置情報および位置情報フィルタをデバイ
スに割り当てます。

Cisco Unified Communications Managerクラスタまたはシステムの以下のエンティティに、位置情
報および位置情報フィルタを割り当てることができます。

•デバイスプール

• CTIルートポイント

•電話機（オプション）

• CTIポート

電話機の場合、電話機に位置情報フィルタを関連付けるためのドロップダウ

ンリストボックスは指定しません。

（注）

• SIPトランク

•クラスタ間トランク（ICT）

• H.323ゲートウェイ

• T1、E1、PRI、FXOタイプのMGCPポート
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メディアターミネーションポイント（MTP）、会議ブリッジ（CFB）、アナンシエータ、保留音
（MOH）サーバなどのメディアデバイスは、位置情報および位置情報フィルタに関連付ける必要
はありません。

Cisco Unified Communications Managerのデバイス層には、コール処理で使用される位置情報の値
が内部的に関連付けられます。次に、一連の処理を示します。

1 デバイスがデバイスレベルまたはデバイスプールレベルでの設定用にGeolocationPkidおよび
GeolocationFilterPkidを読み取ります。

2 デバイスは、コールシグナリング時に CC（たとえば、CcRegisterPartyA）および
PolicyAndRSVPRegisterReqメッセージでこの Pkidと deviceTypeの情報を伝達します。

3 コール処理およびコール機能層が、この情報を使用して、論理パーティションポリシーをチェッ

クします。

位置情報の標準レコードは未指定です。位置情報をデバイスに関連付ける必要がない場合は、こ

の値を使用します。デバイスの場合、位置情報を未指定にするか、または位置情報フィルタに [な
し(None)]を指定すると、識別子が作成されず、そのデバイスは論理パーティションポリシー
チェックに参加しません。

[エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウのドロップダウ
ンリストボックスから、DefaultGeolocationエンタープライズパラメータおよびLogical Partitioning
Default Filterエンタープライズパラメータを設定できることに留意してください。

位置情報および位置情報フィルタの例

位置情報の例については、位置情報の例を参照してください。

位置情報フィルタの例については、位置情報フィルタ機能を参照してください。

共有回線およびルートリストでの論理パーティション位置情報の使用

方法

着信側がグループデバイスの場合、グループ内のデバイスごとに別個の位置情報を適用できま

す。早期在席シナリオの場合、実際に接続されるデバイスはデバイスが応答するまでわかりませ

ん。そのため、デバイスが応答するまで、位置情報は集約されます。

•コール制御および機能の層は、デバイスが応答するまで、一時位置情報（「MixedDevice」）
を受信します。

•デバイスが応答し、デバイスの実際の位置情報が使用可能になるまで、機能層またはLPSession
プロセスの論理パーティションポリシーチェックは無視されます。

•この動作は、応答時まで論理パーティションポリシーチェックを遅らせることによって、
早期在席転送機能および早期在席会議機能に影響を及ぼします。
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論理パーティションでの位置情報識別子の使用

位置情報識別子は、位置情報、位置情報フィルタ、および Cisco Unified Communications Manager
デバイスのデバイスタイプで構成されます。

詳細については、位置情報およびロケーション伝達の位置情報識別子を参照してください。

論理パーティション用のエンタープライズパラメータ
論理パーティションの設定には、次のエンタープライズパラメータを使用できます。

• Enable Logical Partitioning：このパラメータは、論理パーティション機能を有効にするかどう
かを決定します。論理パーティションポリシーは、コールだけでなく、転送、自動転送や、

ミートミーをはじめとする会議などの補足機能を制限するために使用します。有効な値は、

[True]（論理パーティションを有効にする）または [False]（論理パーティションを有効にし
ない）です。このパラメータを [False]に設定すると、コールは論理パーティションポリシー
に照らして検証されません。これは必須フィールドです。デフォルト値は [いいえ(False)]で
す。

• Default Geolocation：このパラメータは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
で位置情報が指定されていないすべてのデバイスとデバイスプールのデフォルトの位置情報

設定を決定します。有効な値には、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページの [位
置情報の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウで設定されたすべての位置情報の名前が
含まれます。デフォルトの位置情報は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
の [デバイス設定(Device Configuration)]ウィンドウまたは [デバイスプール設定(Device Pool
Configuration)]ウィンドウで、デバイスごとおよびデバイスプールごとに上書きできます。
これは必須フィールドです。デフォルトの値は未指定です。

• Logical Partitioning Default Policy：このパラメータは、位置情報間でコールを許可または拒否
するためのデフォルトのポリシーを決定します。位置情報間のコールの継続を許可する前

に、Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communications Managerの管理
ページの [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィ
ンドウの設定に基づいて、指定された位置情報間でコールが許可されていることを確認しま

す。 [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンド
ウで [システムデフォルトの使用(Use System Default)]が指定されている場合、このパラメー
タの値によってコールの許可または拒否が決定されます。有効な値は、[許可(Allow)]（コー
ルの続行を許可）または [拒否(Deny)]（コールの続行を拒否）です。これは必須フィールド
です。デフォルト値は [拒否(Deny)]に設定されています。

• Logical Partitioning Default Filter：このパラメータは、論理パーティション機能における位置
情報のデフォルトのフィルタを指定します。フィルタを位置情報に適用すると、[位置情報
の設定(Geolocation Configuration)]ウィンドウで、その位置情報に属するデバイスおよびデバ
イスプールに適用されるフィールドの数を削減できます。このパラメータのフィルタを選

択するには、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページの [位置情報フィルタの設定
(Geo Location Filter Configuration)]ウィンドウにすでにフィルタが設定されていることを確認
する必要があります。有効な値には、[なし(None)]（位置情報フィールドを含めない）や、
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Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [位置情報フィルタの設定(Geo Location
Filter Configuration)]ウィンドウに設定されているすべてのフィルタの名前などがあります。
デフォルト値は [なし(None)]です。

論理パーティションポリシー

次のエンティティ間に必須の相互接続動作には、論理パーティションポリシーを設定します。

• PSTNゲートウェイと VoIP電話機

• PSTNゲートウェイと PSTNゲートウェイ

•クラスタ間トランク（ICT）と VoIP電話機

• ICTと VoIPゲートウェイ

System Default Policyエンタープライズパラメータ（デフォルト値 = DENY）は、設定済みのポリ
シーが見つからない場合のデフォルトのポリシーです。

許可ポリシーと拒否ポリシーを設定します。設定の詳細については、論理パーティションの機能,
（3ページ）を参照してください。

[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウ（Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パー
ティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]メニューオプション）で、管
理者は位置情報に設定されているフィールドのサブセットから位置情報ポリシーレコードを作成

する必要があります。CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページを使用して論理パーティ
ションポリシーレコードを作成する方法の詳細については、論理パーティションポリシーの設

定, （43ページ）を参照してください。

論理パーティションポリシーは、位置情報ポリシーレコードとデバイスタイプのペア間に設定

します。

論理パーティションポリシーの例

({geolocpolicy1, devType1}, {geolocpolicy2, devType2}, Allow)

次の表に、位置情報、デバイスタイプ、およびポリシータイプ間の論理パーティションポリシー

の構造を示します。

まず、次の位置情報ポリシーレコードがあるとします。

レコードデータ位置情報ポリシー

（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1）BLRBLD1GeolocPolicy

（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD2）BLRBLD2GeolocPolicy

（country=IN、A1=MH、A3=Mumbai、LOC=BLD1）MUMBLD1GeolocPolicy

（）：全フィールド空白blankGeolocPolicy
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これらのレコードから、次のサンプルの論理パーティションポリシーを設定できます。システム

デフォルトポリシーは DENYです。

ターゲットソース

ポリシーGeolocationPolicy2DevType2GeolocationPolicy1DevType1

許可BLRBLD1GeolocPolicyInteriorBLRBLD1GeolocPolicyBorder

許可BLRBLD1GeolocPolicyBorderBLRBLD1GeolocPolicyBorder

許可BLRBLD2GeolocPolicyInteriorBLRBLD2GeolocPolicyBorder

許可BLRBLD2GeolocPolicyBorderBLRBLD2GeolocPolicyBorder

許可MUMBLD1GeolocPolicyInteriorMUMBLD1GeolocPolicyBorder

許可MUMBLD1GeolocPolicyBorderMUMBLD1GeolocPolicyBorder

最初の論理パーティションポリシーは次のようになっています。

許可BLRBLD1GeolocPolicyInteriorBLRBLD1GeolocPolicyBorder

BLRBLD1GeolocPolicyに一致するゲートウェイと BLRBLD1GeolocPolicyに一致する VoIP電話機
の間のすべてのトラフィックを許可しています。

さらに詳細なポリシーが必要である場合は、位置情報 NAMフィールドを使用すると、建物内の
デバイスの名前を指定できます。

例

•バンガロールの BLD1にある固定電話機とゲートウェイ 1の間

Interior:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=deskphone）

Border:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=gateway1）=許可

•バンガロールの BLD1にある Cisco IP Softphoneと ICT1の間

Interior:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=softphone）

Border:（country=IN、A1=KA、A3=Bangalore、LOC=BLD1、NAM=ICT1）=許可

位置情報フィールドが上記のポリシーに一致するデバイスは、ポリシーに従って互いに通信でき

ます。
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Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して論理パーティションポリシーを設
定する方法の詳細については、論理パーティションポリシーの設定, （43ページ）を参照してく
ださい。

LPPolicyManager およびポリシーツリー
LPPolicyManagerは、データベースとのインターフェイスとなって、コール処理のポリシーを論理
パーティションポリシーツリー形式で保持する単一プロセスです。 Cisco Unified Communications
Managerサービスの起動中、LPPolicyManagerはデータベーステーブルからポリシーを読み取り、
論理パーティションポリシーツリーを構築します。

データベースでポリシーの追加/削除/更新を行うと、LPPolicyManagerに変更内容が通知され、そ
の変更が論理パーティションポリシーツリーに反映されます。

コール処理は、LPPolicyManagerとのインターフェイスとなって、デバイスの位置情報ポリシー
レコードに対応する論理パーティションポリシーを読み取ります。

LPPolicyManagerは、次の検索タイプのユーティリティ機能を備えています。

•デバイスペアの位置情報

•既存のデバイスと新規参加者の位置情報

•既存のデバイスの位置情報と新規参加者のリスト

ポリシーツリーの例

ここでは、ポリシーツリーの例を示します。

次の図に、論理パーティションポリシーのポリシーツリーの例を示します。バンガロールにある

ゲートウェイ（BLD1、BLD2）とバンガロールにある VoIP電話機（BLD1、BLD2）の位置情報
ポリシーレコード間に存在するインドのポリシーです。

通常、特定のソース位置情報ポリシーレコードと特定のターゲット位置情報ポリシーレコー

ド間にポリシーペアが 1つだけ設定されます。
（注）

ポリシーツリーは、ペア化されたポリシーがツリーのソース部分とターゲット部分となるように

構築されます。

たとえば、データがソース = Border:IN:KA:Bangalore:BLD1およびターゲット =
Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1で、許可ポリシーが設定されたポリシーレコードが、次のノード
に関連付けられています。

•ソース部分の Border、IN、KA、Bangalore、BLD1

•ターゲット部分の Interior、IN、KA、Bangalore、BLD1

この例の場合、許可ポリシーがターゲット部分のリーフノードに設定されます。
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この図は、ツリーのターゲット部分ではレベルごとにポリシーが設定可能であることを示してい

ます。つまり、各ノード（Interior、IN、KA、Bangalore、およびBLD1）にポリシーを設定できま
す。

図 1：インドに適用される論理パーティションポリシーのポリシーツリーの例

ポリシーツリー内を検索するための論理パーティションポリシー検索アルゴリズム、およびこの

例のポリシーツリーでポリシーが見つかった場合の置換をすべて記載したリストについては、論

理パーティションポリシー検索アルゴリズム, （15ページ）を参照してください。

ポリシーツリーの構築

ポリシーツリーの構築は、決められたアルゴリズムに従います。ポリシーツリーにはソース部

分とターゲット部分が含まれています。

1 [GLP_X Border GLP_Y Interior]ポリシーが追加されます。構築には GLP_X Borderのソース部
分と GLP_Y Interiorのターゲット部分が必要です。

2 [GLP_Y Interior GLP_X Border]ポリシーが追加されます。構築には GLP_X Borderのソース部
分と GLP_Y Interiorのターゲット部分が必要です。

したがって、Border-to-Interiorポリシーは、Border部分が必ずツリーのソース部分から始まり
ます。リーフノードにポリシーが追加されます。

3 [GLP_X Border GLP_Y Border]ポリシーが追加されます。
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最初に、ソース部分の GLP_Xを追加するか、またはソース部分の GLP_Yを追加するかどうかが
決定されます。

既存のポリシーが（他の GLPポリシーにより）GLP_Xまたは GLP_Yのいずれのトークンにも一
致しない場合、ツリーの構築には GLP_X Borderのソース部分と GLP_Y Borderのターゲット部分
が必要です。

既存のポリシーがソース部分の一部のトークンに一致する場合、ソース部分はそのGLPから取得
されます。

例 1：GLP_Y Border GLP_X Interiorは常に設定されます。

GLP_Yはソース部分ですでに使用されているので、[GLP_X Border GLP_Y Border]ポリシーを追
加するために GLP_Yがソース部分に追加されます。

例 2：2つのポリシー [GLP_X Border GLP_Y Interior]と [GLP_Y Border GLP_X Interior]が存在する
場合は、Borderで始まる 2つのソースブランチが存在します。

GLP_Bは（GLP_Yと比較して）GLP_Xと重複するトークンが多いこと、およびGLP_AはBorder
ブランチとは一致しないことを前提としています。

[GLP_A Border GLP_B Border]ポリシーを追加するため、GLP_AまたはGLP_Bが既存のソースブ
ランチに一致するかどうかについて、ポリシーが検索されます。

GLP_Bが GLP_Xのトークンに一致すると、ツリーの一部が GLP_Xと共有されます。

Border:IN:KA:BLR:BLD1と Border:IN:MH:MUM:BLD1が存在することを前提としています。

Border:IN:MH:Pune:BLD1をBorder:IN:KA:BLR:BLD2ポリシーに追加する場合は、Border:IN:KA:BLR
のソース部分が使用されます。このとき、ソースツリーのリーフには BLD2が追加され、
Border:IN:MH:Pune:BLD1のターゲット部分が追加されます。

したがって、Border-to-Borderポリシーの場合、ポリシーツリーは既存のソースブランチおよび
ターゲットブランチに最も一致するように構築されます。できるだけ多くのノードを共有するよ

うに考慮してください。

論理パーティションポリシー検索アルゴリズム

ここでは、論理パーティションポリシー検索アルゴリズムについて説明します。

論理パーティションポリシー検索アルゴリズムは、次のように機能します。

•コール制御時または機能のインタラクション時にポリシーが検索されます。

•実行時にツリー走査を使用して設定済みのポリシーを検索する場合には、設定済みのポリ
シーツリーが使用されます。

•ソース（A）デバイスおよびターゲット（B）デバイスの位置情報（つまり、位置情報、位置
情報フィルタ、およびデバイスタイプ）を使用して、デバイスペア間でポリシーが検索さ

れます。
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基本操作

位置情報および位置情報フィルタ情報から名前/値のペア（つまり、pairList1および pairList2）を
構築します。

例：pairList =”Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1”

検索の入力は {pairList1, devType1}および {pairList2, devType2}です。

ポリシーの検索では、次の手順が実行されます。

1 devType1=Borderおよび devType2=Interiorの場合は、{devTypeA=devType1, pairListA= pairList1}
および {devTypeB=devType2, pairListB= pairList2}を設定します。

2 devType1=Interiorおよび devType2=Borderの場合は、{devTypeA=devType2, pairListA= pairList2}
および {devTypeB=devType1, pairListB= pairList1}を設定します。

3 ポリシーツリーのノードを検索して、完全一致ペアを照合します。 {devTypeA, pairListA}の値
を使用し、ツリーのソースブランチを探します。

4 {devTypeB, pairListB}の値を使用し、ツリーの（ペア化された）ターゲットブランチを探しま
す。

5 ツリーで完全一致が見つかり、ポリシーが設定されている場合は、リーフノードに設定されて

いるポリシーデータを使用し、ポリシー値を返します。

6 完全一致が見つからない場合は、pairListB入力からカラムを 1つ除去して一致を検索します
（つまり、ポリシーツリーの（ペア化された）ターゲットブランチで1つ上のレベルに進み、
対応するノードにポリシーデータが設定されているかどうかを確認します）。

7 一致が見つかった場合、ポリシー値を返します。見つからない場合、引き続きポリシーツリー

のペア化されたブランチを上に進み、ポリシーデータが設定されているかどうかを確認しま

す。

8 ポリシーが見つからない場合、pairListAに対応するソースブランチで 1つ上のレベル（ノー
ド）に進みます。

9 ポリシーが見つかるか、ルートノードに到達するまで、これらの手順を繰り返します。

10 devType1=Borderおよび devType2=Borderの場合は、走査を行って完全一致を検索します。
{devTypeA=devType1, pairListA= pairList1}および {devTypeB=devType2, pairListB= pairList2}を
使用します。見つからない場合は、走査を行って {devTypeA=devType2, pairListA= pairList2}お
よび {devTypeB=devType1, pairListB= pairList1}を使用します。

ツリーレイアウトには、管理者がポリシーを追加した方法に基づいて任意の順序を指定でき

ます。したがって、両方の組み合わせを使用してツリーを検索する必要があります。

（注）

ポリシーが次のデータで検索されるとします。

(devTypeA = “Border”, pairListA = “Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1”, devTypeB =
“Interior”, pairListB = “Country=IN:A1=KA:A3=Bangalore:LOC=BLD1”)
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次の表に、考えられるポリシーの置換をすべて示します。どの値も照合されます。検索アルゴリ

ズムは、表に指定されている順に、設定済みのポリシーを探します。

最初に一致したエントリに対応する設定済みポリシーが使用されます。

表 2：ポリシー設定のさまざまなポリシーおよびポリシーの検索順序の例

ポリシーGeolocationValueBGeolocationValueA

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否Interior:IN:KABorder:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否Interior:INBorder:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否InteriorBorder:IN:KA:Bangalore:BLD1

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border:IN:KA:Bangalore

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder:IN:KA:Bangalore

許可/拒否Interior:IN:KABorder:IN:KA:Bangalore

許可/拒否Interior:INBorder:IN:KA:Bangalore

許可/拒否InteriorBorder:IN:KA:Bangalore

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border:IN:KA

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder:IN:KA

許可/拒否Interior:IN:KABorder:IN:KA

許可/拒否Interior:INBorder:IN:KA

許可/拒否InteriorBorder:IN:KA

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border:IN

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder:IN

許可/拒否Interior:IN:KABorder:IN

許可/拒否Interior:INBorder:IN

許可/拒否InteriorBorder:IN
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ポリシーGeolocationValueBGeolocationValueA

許可/拒否Interior:IN:KA:Bangalore:BLD1Border

許可/拒否Interior:IN:KA:BangaloreBorder

許可/拒否Interior:IN:KABorder

許可/拒否Interior:INBorder

許可/拒否InteriorBorder

位置情報識別子のペアを指定したものの、設定済みのポリシーが見つからない場合は、論理パー

ティションデフォルトシステムポリシーが使用されます。

ポリシーチェック

次の場合にポリシーチェックが行われます。

•コールが PSTNゲートウェイと VoIP電話機を接続する場合。

•コールが、PSTNゲートウェイとVoIP電話機を接続する補足サービス（転送や会議など）を
呼び出す場合。

•ポリシーに基づいて、制限されているすべてのコールおよび接続が拒否される場合。

ポリシー拒否の処理

論理パーティションポリシーに従ってコールが拒否されると、次の処理が発生します。

• Cisco Unified Communications Managerが送信するリオーダー音とともに基本コールがクリア
されます。

◦ Q.850準拠のデバイス（SCCP、H323、MGCP）が、原因コード=63 “Service or option not
available.”を使用してクリアされます。

◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIP回線または SIPトラ
ンクがクリアされます。

•機能が、個々の機能に基づいて処理されます。

◦コールのクリアが伴う場合、原因コード = 63または SIPステータスコード = 503が使
用されます。

◦機能ベースのメッセージが、VoIP電話機に送信されて状況表示行に表示されます。
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◦機能を呼び出すアナログ電話機の場合、転送の結果、両方のコールがクリアされます。
会議は、セカンダリコールをクリアして、アナログ電話機のリオーダー音を再生しま

す。

LPSession インフラストラクチャおよびポリシーチェック
LPSessionは、集中型ポリシーチェックインフラストラクチャを提供するように Cisco Unified
Communications Manager Resource Reservation Protocol（RSVP）インフラストラクチャを拡張する
インフラストラクチャです。

RSVPインフラストラクチャの拡張は、ペア化された同じような論理パーティションポリシー
チェック動作を土台としています。論理パーティションが RSVPのポリシーチェックに影響
を及ぼすことはありません。その逆も同じです。

（注）

次の操作では、ポリシーチェックに LPSessionインフラストラクチャを使用しています。

•基本コール

•リダイレクト（たとえば、自動転送、リダイレクト機能、およびパーク復帰）

•分割/参加プリミティブ

よく使用される次の機能では、分割/参加または転送の前に、機能層で論理パーティションポリ
シーチェックが実行されます。

•転送

•アドホック会議

•ミートミー会議

•ピックアップ

•コールパークとダイレクトコールパーク

それ以外の既存の分割/参加機能および類似機能は、分割/参加プリミティブレベルのポリシー
チェックを LPSessionインフラストラクチャに依存しています（たとえば、Cisco Unified Mobility
の場合はMKI）。

論理パーティション処理

ここでは、基本コールの論理パーティション処理について説明します。

動作

発信側デバイスおよび着信側デバイスの位置情報ポリシーレコード間で、論理パーティションポ

リシーがチェックされます。
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設定

発信側デバイスおよび着信側デバイスのいずれにも、位置情報および位置情報フィルタが関連付

けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

• VoIP電話機と PSTNゲートウェイ、PSTNゲートウェイと別の PSTNゲートウェイ、ICTと
PSTNゲートウェイ、または ICTと別の ICT間での基本コールの間。

•番号分析の事後処理の間（コールをルーティングするために設定済みのコーリングサーチ
スペースおよびパーティションが使用される）。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが、着信側および発信側のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが発信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが、VoIP電話機（DevType = Interior）である場合。

•位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•コールが、リオーダー音とともに拒否されます。

•コールは、電話、ゲートウェイ、およびクラスタ間トランクに延長されません。

• Number of Basic Call Failuresパフォーマンスモニタリング（perfmon）カウンタが増分されま
す。

論理パーティションと位置情報伝達とのインタラクション

論理パーティションが複数クラスタ環境に適用される場合は、ロケーション伝達を設定します。

ロケーション伝達設定は単一クラスタ環境の論理パーティション設定と同じ設定を必要とします

が、デバイスがリモートクラスタに属する場合には追加の設定が必要です。

ロケーション伝達を必要としないシステムの論理パーティションを設定する方法の詳細について

は、論理パーティションの設定, （1ページ）を参照してください。
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参加者がクラスタをまたぐ論理パーティションシナリオをサポートするには、SIPトランクおよ
びクラスタ間トランクから次のサポートが必要です。

•クラスタ間で位置情報およびデバイスタイプ情報が送信される。

•コール確立時にも、コール中の参加とリダイレクト時にも、この情報が送信される。

•トランクに位置情報フィルタが設定される。

◦この設定では、位置情報識別子の作成が許可されます。これらの位置情報識別子に基づ
いて、論理パーティションポリシーチェック用にポリシーレコードを設定できます。

SIPトランクまたはクラスタ間トランクの設定で [位置情報の送信(Send Geolocation Information)]
チェックボックスがオンになっている場合には、位置情報がクラスタ間で送信されます。

•デバイスの位置情報が設定されている場合、SIPトランクまたはクラスタ間トランクのイン
タラクションでは、位置情報がトランクをまたいでコールシグナリングで送信されます。

ロケーション伝達は、どの論理パーティション設定にも依存しません。（注）

詳細については、SIPトランクおよびクラスタ間トランクの間での位置情報の伝達を参照してくだ
さい。

ロケーション伝達の設定に、ロケーション伝達の設定に関する詳細なチェックリストを示します。

取得した位置情報の論理パーティション処理

受信側クラスタが論理パーティションに対して有効になっている場合、受信側クラスタは取得し

たPIDF-LO位置情報を使用して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerのデバイスの論理パーティ
ションポリシーをチェックします。

詳細については、受信した位置情報の処理を参照してください。

また、ポリシーチェックに位置情報を使用する機能のリストについては、インタラクション, （
23ページ）を参照してください。

コール中に位置情報が変更された場合の論理パーティション機能のインタラクショ

ン

論理パーティションが有効になっている場合、次の手順が実行されます。

• SIPトランクまたはクラスタ間トランクが、論理パーティションポリシーをチェックし、設
定済みポリシーに基づいてアクションを実行します。

•会議やミートミーなどの機能層が、トランクデバイスの最新の位置情報に基づいて、論理
パーティションポリシーを再チェックします。
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CUCM_BK_F3AC1C0F_00_cucm-features-services-guide-100_chapter_011010.pdf#unique_804
CUCM_BK_F3AC1C0F_00_cucm-features-services-guide-100_chapter_011010.pdf#unique_781
CUCM_BK_F3AC1C0F_00_cucm-features-services-guide-100_chapter_011010.pdf#unique_807


コール中位置情報の変更を伴う機能のインタラクションについては、コール中に位置情報が変更

された場合の機能インタラクションを参照してください。

また、ポリシーチェックに位置情報を使用する機能のリストについては、インタラクション, （
23ページ）を参照してください。

ダイナミック SIP トランク
Cisco Intercompany Media Engine（IME）、Service Advisement Framework（SAF）、Cisco Extension
Mobility Cross Cluster（EMCC）などのダイナミック SIPトランクの場合、ターゲットクラスタは
指定された宛先によって異なります。これらのトランク上で設定できるデバイスレベルの位置情

報および位置情報フィルタには、宛先に応じて設定を変更する柔軟性がない場合があります。こ

のようなSIPトランクは、これらのトランクからのトラフィックが許可または拒否されるように、
適切に設定する必要があります。ロケーション伝達機能を使用することをお勧めします。この機

能を使用すると、実際の位置情報をクラスタ間に適用でき、正確な論理パーティションポリシー

のチェックに役立ちます。

SIP トランクまたはクラスタ間トランクの設定要件
論理パーティションが有効になっているクラスタは、一般に次のように動作します。

1 VoIP電話機と SIPトランク（またはクラスタ間トランク [ICT]）間のトラフィックが許可され
ます。

2 SIPトランク（または ICT）と PSTNゲートウェイ間のトラフィックがブロックされます。

3 SIPトランク（または ICT）と SIPトランク（または ICT）間の VoIP専用トラフィックが許可
されます。

これらの動作を実現するには、論理パーティションポリシーを設定する必要があります。

非ロケーション伝達クラスタとのインタラクション

動作 1および 3を実現するには、その動作ごとにポリシーを 1つ設定する必要があります。デ
フォルトポリシーが DENYである場合は、動作 2のポリシーは必要ありません。

動作 1および 3については、ロケーション伝達が存在しないため、論理パーティションクラスタ
はトラフィックが VoIP専用であるのか、リモートクラスタのゲートウェイから発信されている
のかを特定できません。つまり、一般に SIPトランク（または ICT）からVoIP電話機または他の
SIPトランク（または ICT）に発信されるすべてのトラフィックを許可する必要があります。

ロケーション伝達クラスタとのインタラクション

動作1の場合、SIPトランク（または ICT）をコールするVoIP電話機には、そのトランクでのコー
ルの延長を許可するポリシーが必要です。これは、リモートクラスタからロケーション伝達情報

を受信する前に発生します。
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CUCM_BK_F3AC1C0F_00_cucm-features-services-guide-100_chapter_011010.pdf#unique_808
CUCM_BK_F3AC1C0F_00_cucm-features-services-guide-100_chapter_011010.pdf#unique_808


SIPトランク（または ICT）からの着信 VoIPコールの場合、発信側 VoIP電話機のポリシーは必
要ありません。 SIPトランク（または ICT）からのトラフィックを他の ICTまたは PSTNゲート
ウェイに許可する必要がある場合は、対応するポリシーが必要です。

例

バンガロールから RCDNクラスタを指す SIPトランクは次のように設定します。

位置情報 = “IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN”

位置情報フィルタ = “UseCountry、UseA1、UseA3、UseNam”

この設定では、SIPトランクの位置情報識別子を次のように指定します。

{“IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN”, devType=Border}

論理パーティションポリシーを次のように設定します。

“Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN” to Interior =許可

結果：バンガロールクラスタのすべての VoIP電話機が Richardsonと通信できます。

“Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN” to “Border:IN:KA:Bangalore:ICTToRCDN” =許可結果：ICT
が通信できます。

これらのポリシーは、動作 1および 3の要件を満たしています。

ロケーション伝達シナリオの場合、クラスタをまたぐデバイスの位置情報設定およびデバイスタ

イプに基づいて、ポリシーを設定します。

論理パーティションのシステム要件
論理パーティションには、次のソフトウェアコンポーネントが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager 7.1以降

•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco CallManagerサービス

• Cisco Unified Communications Manager Locale Installer（英語以外の電話ロケールまたは国独自
のトーンを使用する場合）

• Microsoft Internet Explorer 7、Microsoft Internet Explorer 8、Firefox 3.x、Safari 4.xのいずれか

インタラクションおよび制限事項
この項では、論理パーティションのインタラクションおよび制限事項について説明します。

インタラクション

この項では、論理パーティションおよび補足機能と、次に挙げるコール処理エンティティとのイ

ンタラクションについて説明します。
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Logical Partitioning Default Policyエンタープライズパラメータを設定し、[コールルーティング
(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]
メニューオプションを使用して、対応する論理パーティションポリシーを設定します。

（注）

論理パーティションは、次の Cisco Unified Communications Managerコンポーネントとも対話しま
す。

•一括管理ツール：一括管理ツール（BAT）による論理パーティションのサポートの詳細につ
いては、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administrationガイド』を参照してくだ
さい。

•呼詳細レコード：論理パーティションで障害が発生した場合、既存のコール終了原因コード
および新しいシスコ固有のコール終了原因コードが使用されます。CDRの詳細については、
『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Records Administration Guide』を参照して
ください。

•リアルタイム監視ツール：リアルタイム監視ツールには、Cisco Call Restrictionオブジェクト
用に一連のパフォーマンスモニタリング（perfmon）カウンタがあり、論理パーティション
で障害が発生した場合に増分されます。リアルタイム監視ツールは、[コールアクティビティ
(Call Activity)]ウィンドウの [論理パーティション障害の合計(Logical Partitioning Failures Total)]
も追跡します。リアルタイム監視ツールの詳細については、『CiscoUnifiedRealTimeMonitoring
Tool Administration Guide』を参照してください。

• Cisco Unified Reporting：Cisco Unified Reportingは、論理パーティションポリシーの情報を提
供するレポートを生成します。 Cisco Unified Reportingが生成するレポートの詳細について
は、『Cisco Unified Reporting Administration Guide』を参照してください。

自動転送

ここでは、論理パーティションと自動転送機能とのインタラクションについて説明します。

動作

コールの発信側デバイスおよびコールの自動転送先デバイスの位置情報識別子間で、論理パーティ

ションポリシーチェックが実行されます。

設定

発信側デバイスおよび転送元デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられま

す。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•コールを別のデバイスに転送するデバイスの着信コールを受信すると、自動転送機能が呼び
出される場合。
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•デバイスの 1つに、PSTN参加者が指定されている場合。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが、着信側および転送先のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが転送先の Cisco Unified Communications Managerデ
バイスに戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

•この処理は、不在転送（CFwdAll）、無応答時転送（CFNA）、話中転送（CFB）など、あら
ゆる種類の自動転送に適用される。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信側と転送元の両方のデバイスが VoIP電話機（DevType = Interior）である場合。

•位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•発信側のデバイスが Cisco Unified Communications Managerからリオーダー音を受信します。

◦原因コード = 63 “Service or option not available.”を使用して、Q.850準拠のデバイス
（SCCP、H323、またはMGCPデバイスが実行されている電話機）がクリアされます。

◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIP回線または SIPトラ
ンクがクリアされます。

コール転送

ここでは、論理パーティションとコール転送機能とのインタラクションについて説明します。

動作

転送元として機能するデバイスの位置情報識別子と、転送先として機能するデバイスの位置情報

識別子との間で、論理パーティションポリシーチェックが実行されます。

設定

転送元デバイスおよび転送先デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられま

す。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。
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•電話機が [転送]ソフトキーを使用してコールを転送するとき、[転送]キーをもう一度押すと
転送機能が呼び出されて処理される場合。

•同様に、転送機能の呼び出しを伴う他のメカニズム（たとえば、直接転送、オンフック転
送、フックフラッシュ転送、CTIアプリケーション開始転送）が含まれている場合。

•転送元および転送先、またはそのいずれかが PSTN参加者である場合。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが、転送元および転送先のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

•この処理は通常、参加に先立ってプライマリコールおよびセカンダリコールを分割する前
に実行される。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•転送元と転送元の両方のデバイスが VoIP電話機（DevType = Interior）である場合。

•位置情報と位置情報フィルタがどのデバイスにも関連付けられていない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•「外線転送を制限中」というメッセージを VoIP電話機に送信します。

•通常の転送：SCCPが実行されている電話機の場合、プライマリコールが保留状態となり、
打診コールがアクティブなままとなります。 SIPが実行されている電話機の場合、プライマ
リコールと打診コールの両方が保留状態となり、障害後に手動で再開する必要があります。

•オンフック、フックフラッシュ、およびアナログ電話機開始転送：CiscoUnifiedCommunications
Managerからのリオーダー音とともに、原因コード = 63 “Service or option not available.”を使
用して、プライマリコールとセカンダリコールの両方がクリアされます。

• Number of Transfer Failures perfmonカウンタが増分されます。

Block OffNet to OffNet Transfer サービスパラメータとのインタラクション

Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータを使用すると、転送元と転送先の両方がオフ
ネットコールの場合に、転送機能で転送操作をブロックできます。

このサービスパラメータの詳細については、このガイドのExternal Call Transfer Restrictionsの章の
Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータの設定を参照してください。

論理パーティションに対して無効になっている Cisco Unified Communications Managerクラスタま
たはシステムは、このサービスパラメータによって指定される所定の動作が保持されます。
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論理パーティションが有効なクラスタまたはシステム

論理パーティションが有効なCiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタまたはシステムでは、
次のようなポリシーを設定して、補足機能の位置情報ポリシー GLPolicyXを使用する複数の音声
ゲートウェイ（PSTN）参加者を許可するようにシステムを設定できます。

GLPolicyX Border GLPolicyX Border Allow

Cisco Unified Communications Managerでそのようなポリシーが設定されたら、GeolocationPolicy、
GLPolicyX Borderを使用する参加者間で、すべての機能（転送、Ad Hoc会議など）を使用できる
ことに注意してください。たとえば、GLPolicyX Borderを使用する側からのコールを GLPolicyX
Borderを使用する相手側に自動転送できます。

Cisco Unified Communications Managerの配置では、そのような参加者に対し、転送機能を除くそ
のすべての補足機能が必要であることを前提とします。このような場合は、論理パーティション

ポリシーが許可されている場合でも、Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータによっ
て、オフネットデバイス間の転送をブロックできます。

このサービスパラメータはオフネット間の転送のブロックだけを制御し、その他の補足機能には

影響しません。したがって、音声ゲートウェイ間の転送に関係するシナリオについては、次の詳

細で詳しく説明します。

詳細

1 ボーダー間論理パーティションポリシーに拒否を指定

この位置情報ポリシーを使用する通話者間の転送操作の場合は、Cisco Unified Communications
Managerによって転送が拒否されます。転送元に [外線転送を制限中(External TransferRestricted)]
というメッセージが表示されます。

Cisco Unified Communications Managerの Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータの
設定（Trueまたは False）は転送処理に影響しません。

論理パーティションの拒否ポリシーが優先され、Cisco Unified Communications Managerは厳密
にこのポリシーに従います。

2 ボーダー間論理パーティションポリシーに許可を指定

この位置情報ポリシーを使用した当事者間転送処理の場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は許可ポリシーを確認し、Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータの設定も確認し
ます。したがって、このサービスパラメータは、オフネット参加者間の転送に影響を及ぼし

ます。

3 BlockOffNet toOffNet TransferサービスパラメータをTrueに指定：CiscoUnifiedCommunications
Managerは両方の通話者（転送元と転送先）がオフネットかどうかをチェックします。その場
合、そのようなコールの転送は拒否され、転送元に [外線転送を制限中(External Transfer
Restricted)]メッセージが表示されます。
サービスパラメータによって転送がブロックされるため、Serviceabilityの Logical Partitioning
Transfer Failures perfmonカウンタは増分されません。

4 Block OffNet to OffNet Transferサービスパラメータを Falseに指定：転送が成功します。
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デバイスのオフネット/オンネット動作

発信コールの場合は、[ルートパターンの設定(Route Pattern Configuration)]ウィンドウの [コールの
分類(Call Classification)]設定によって、オフネットまたはオンネットの値が決定されます。 [ルー
トパターンの設定(Route Pattern Configuration)]ウィンドウの [コールの分類(Call Classification)]の
値は、デバイスレベルの設定または Call Classificationサービスパラメータの対応する値よりも優
先されます。

着信コールの場合は、デバイスレベルの設定または対応する Call Classificationサービスパラメー
タ値によって、オフネットまたはオンネットの値が決定されます。

アドホック会議、参加、回線をまたいで参加（JAL）
ここでは、論理パーティションと、アドホック会議、参加、および JAL機能とのインタラクショ
ンについて説明します。

動作

確立中の会議：アドホック会議に招待されるデバイスの位置情報識別子間で、論理パーティショ

ンポリシーがチェックされます。

確立済みの会議：会議にすでに参加しているデバイスと、会議に招待されるデバイスの位置情報

識別子間で、論理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

参加デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

会議ブリッジには、位置情報も位置情報フィルタも関連付ける必要がありません。参加者だけに

関連付けます。ポリシーチェックは参加者に対して実行されます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•電話機が、[会議]ソフトキーを使用して、アドホック会議または CTIアプリケーション開始
アドホック会議を確立または延長する場合。

• [会議]キーをもう一度押すと、会議機能が呼び出されて処理される場合。

• Cisco Unified Communications Managerが参加者位置識別子情報を使用して、ポリシーチェッ
クを実行する場合。

•確立済みの会議で、コール中の更新のために変更された参加者位置識別子情報に基づいて、
再度ポリシーチェックが実行される場合。たとえば、応答へのアラート、保留/リモート再
開、転送、コールパーク取得、リダイレクトなど、コール状態の変更時に、ポリシーチェッ

クが実行されます。

• PSTNが参加している場合。
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処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•すべての参加者が VoIP電話機（DevType = Interior）である場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないと、そのデバイスに対
してポリシーチェックが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように会議の拒否を処理します。

•確立中の会議の場合、CFBは割り当てられません。

• SCCPが実行されている電話機または SIPが実行されている電話機の場合、プライマリコー
ルレッグが保留になり、打診コールがアクティブなままとなります。プライマリコール

レッグを再開する必要がある場合、再開は手動で行う必要があります。

•「会議は使用できません」というメッセージが、会議を開始した VoIP電話機に送信されま
す。

•アナログ電話機が会議を開始すると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerからのリオーダー
音とともに、原因コード = 63 “Service or option not available.”を使用して、セカンダリコール
がクリアされます。

• Number of Adhoc Conference Failures perfmonカウンタが増分されます。

ミートミー会議

ここでは、論理パーティションとミートミー会議機能とのインタラクションについて説明します。

動作

ミートミー会議にすでに参加しているデバイスと、その会議に参加しようとしているデバイスの

位置情報識別子間で、論理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

参加デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

会議ブリッジには、位置情報も位置情報フィルタも関連付ける必要がないことに注意してくださ

い。参加者だけに関連付けます。ポリシーチェックは参加者に対して実行されます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

• PSTNの参加には要件がある場合。
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•会議参加時のポリシーチェックがサポートされる場合。参加者がミートミー番号をダイヤ
ルしてミートミー会議に参加するとき、その新規参加者にミートミー会議への参加を許可す

る前に、参加者位置情報を使用してポリシーチェックが実行されます。

•確立済みのミートミー会議で、コール中の更新（保留/再開、転送、割り込み、C割り込み、
コールパーク取得など）時に、参加者の更新済みポリシーを使用してポリシーチェックが

実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•すべての参加者がVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生しない場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないと、そのデバイスに対
してポリシーチェックが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•「ミートミーは使用できません」というメッセージが VoIP電話機に送信されます。

•既存の会議は影響を受けません。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerからのリオーダー音とともにコールがクリアされます。

◦原因コード = 63 “Service or option not available.”を使用して、Q.850準拠のデバイス
（SCCP、H323、またはMGCPデバイスが実行されている電話機）がクリアされます。

◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIP回線または SIPトラ
ンクがクリアされます。

• Number of Meet-Me Conference Failures perfmonカウンタが増分されます。

コールピックアップ

ここでは、論理パーティションとコールピックアップ機能とのインタラクションについて説明し

ます。

動作

発信側デバイスの位置情報識別子と、コールをピックアップするデバイスの位置情報識別子との

間で、論理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

ピックアップを試みる発信側デバイスおよび着信側デバイスのいずれにも、位置情報および位置

情報フィルタが関連付けられます。
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処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

• PSTNデバイスが VoIP電話機（A）をコールし、別の VoIP電話機（B）にその電話機に対す
るピックアップグループ関係がある場合（いずれの電話機も、同じピックアップグループ

に属しているなど）。

•電話機 Bが [ピック]、[他グループ]、[グループピックアップ]、[BLFピックアップ]のいず
れかのボタンを押してピックアップを試みると、ピックアップ機能が呼び出される場合。

• Cisco Unified Communications Managerが発信側デバイスの位置識別子情報とコールをピック
アップするデバイスの位置識別子情報を使用して、ポリシーチェックを実行する場合。

•アラートコールが 1つだけ発生すると、対応する論理パーティションポリシーが最後のポ
リシーとして処理される場合。

•複数のアラートコールが発生すると、アラートコールごとに論理パーティションポリシー
がチェックされる場合。チェックは最も長いアラートコールから始まり、論理パーティショ

ンポリシーが許可されてコールがピックアップされるまで続きます。最後に処理されたア

ラートコールに論理パーティション拒否ポリシーがあり、これ以上アラートコールが発生

しない場合は、拒否処理アクションが実行されます。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信者が VoIP電話機（DevType = Interior）で構成されているときに、処理が発生しない場
合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、ポリシーチェッ
クが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにピックアップの拒否を処理します。

•「ピックアップは使用できません」というメッセージが、ピックアップを試みた VoIP電話
機に送信されます。

•アラートコールは影響を受けません。

•アラートコールが複数存在する場合（許可ポリシーと拒否ポリシーが混在する場合）、拒否
ポリシーがあるコールが最初のピックアップに失敗すると、Cisco Unified Communications
Managerは次のアラートコールをピックアップして処理を続行します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ピックアップしようとしている電話機にリオーダー
音を送信します。

◦原因コード=63 “Service or option not available.”を使用して、Q.850準拠のデバイス（SCCP
が実行されている電話機）がクリアされます。
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◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIP電話機がクリアされ
ます。

• Number of Pickup Failures perfmonカウンタが増分されます。

コールパークとダイレクトコールパーク

ここでは、論理パーティションと、コールパーク機能およびダイレクトコールパーク機能との

インタラクションについて説明します。

動作

コールを取得する側のデバイスの位置情報識別子と、パークされる側の位置情報識別子との間で、

論理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

取得の場合：パークされる側およびパーク取得を試みる側のデバイスには、位置情報および位置

情報フィルタが関連付けられます。

復帰の場合：パークされる側および復帰が発生する側のデバイスには、位置情報および位置情報

フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•パークされたコールが存在し、デバイスがパーク取得を試みると、パーク取得機能が呼び出
される場合。

•パークされたコールが存在し、復帰タイマーの期限が切れると、パーク復帰機能が呼び出さ
れる場合。

•参加者の 1つが PSTNである必要がある場合。

•パーク取得では、Cisco Unified Communications Managerがパークされる側のデバイスの位置
識別子情報と、パーク取得を実行する側のデバイスの位置識別子情報を使用して、ポリシー

チェックを実行する場合。

•パーク復帰では、Cisco Unified Communications Managerがパークされる側のデバイスの位置
識別子情報と、コールがリダイレクトされる側のデバイスの位置識別子情報を使用して、ポ

リシーチェックを実行する場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•参加しているデバイスがVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発生しない
場合。
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•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、ポリシーチェッ
クが実行されない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように取得/復帰の拒否を処理します。

•取得の場合、「パークされているコールを取得できません」というメッセージが VoIP電話
機に送信されます。

• Cisco Unified Communications Managerは、取得を試みている電話機にリオーダー音を送信し
ます。

◦原因コード = 63 “Service or option not available.”を使用して、Q.850準拠のデバイス
（SCCP、H323、またはMGCPデバイスが実行されている電話機）がクリアされます。

◦ SIPステータスコード = 503 “Service unavailable.”を使用して、SIPが実行されている電
話機または SIPトランクがクリアされます。

•復帰の場合、リオーダー音とともに、パークされたコールがクリアされます。

• Number of Park Retrieval Failures perfmonカウンタが増分されます（コールパークとダイレク
トコールパークのいずれの取得も拒否される場合）。

Cisco Extension Mobility
ここでは、論理パーティションと Cisco Extension Mobility機能とのインタラクションについて説
明します。

動作

ユーザは、同じ Cisco Unified Communications Managerクラスタ内で Cisco Extension Mobilityを使
用して、VoIP電話機にログインします。電話機からの着信コールまたは発信コールに対して、論
理パーティションポリシーがチェックされます。

設定

Cisco Extension Mobilityにログインする VoIP電話機および PSTNアクセスデバイスのいずれに
も、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•ユーザが、Cisco Extension Mobilityを使用してデバイスプロファイルとは異なる位置情報の
デバイスにログインし、ユーザホームサイトのゲートウェイを使用してPSTNコールを発信
するか、または着信 PSTNコールを取得する場合。
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• Cisco Unified Communications Managerが、Cisco Extension Mobilityにログインしたデバイスと
PSTNゲートウェイデバイスの位置識別子情報を使用してポリシーチェックを実行する場
合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが発信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•位置情報または位置情報フィルタが、Cisco Extension Mobilityにログインする VoIP電話機に
も、発呼側と着信側のデバイスにも関連付けられない場合。

• Cisco Extension Mobilityにログインする VoIP電話機がコールするか、または VoIP電話機
（DevType = Interior）からのコールを取得する場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

• Cisco Extension Mobilityにログインしている VoIP電話機が、論理パーティション単位で拒否
する必要がある PSTNコールを発信した場合、そのコールはリオーダー音とともに拒否され
ます。

• Cisco Extension Mobilityにログインしている VoIP電話機が、論理パーティション単位で拒否
する必要がある PSTNコールを取得した場合、そのコールはリオーダー音とともに拒否され
ます。

Cisco Unified Mobility
ここでは、論理パーティションと Cisco Unified Mobility機能とのインタラクションについて説明
します。これらのインタラクションは、Cisco Unified Mobilityまたはモバイルボイスアクセスに
関わるコールに適用されます。

動作

論理パーティションは、次のように Cisco Unified Mobilityと対話します。

•シングルナンバーリーチ（SNR）コール：発信側デバイスと、そのモバイルデバイスに接
続する PSTNゲートウェイとの間で、SNRコールに対して論理パーティションポリシーが
チェックされます。

•セルピックアップ：固定電話からのセルピックアップ操作は、リモート宛先のモバイルデ
バイスを接続している PSTNゲートウェイに、接続済みのコールを参加させようとします。
コールに参加する前に、参加するデバイスの位置情報識別子を使用して、論理パーティショ

ンポリシーがチェックされます。

•モバイルボイスアクセス：着信ゲートウェイの位置情報識別子と着信側デバイスの位置情
報識別子との間で、論理パーティションポリシーがチェックされます。
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設定

参加するデバイスおよび PSTNアクセスゲートウェイには、位置情報および位置情報フィルタが
関連付けられる必要があります。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•シングルナンバーリーチ（SNR）コール

Cisco Unified Mobilityがエンタープライズ拡張用に設定され、VoIP電話機または別の PSTN
ゲートウェイから SNRに対するコールが取得される場合。

CiscoUnified CommunicationsManagerが、発信側および着信側のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

設定済みの論理パーティションポリシーが着信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

•セルピックアップ

Cisco Unified Mobilityがエンタープライズ拡張用に設定され、VoIP電話機（SNR）と別の
VoIP電話機または PSTNゲートウェイ（接続される側）との間でコールがアクティブである
場合。

VoIP電話機（SNR）が、モバイルへのセルピックアップを実行して、携帯電話への到達に
使用される PSTNゲートウェイに、接続される側を参加させようとしている場合。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerが、PSTNゲートウェイおよび接続される側に関連付け
られている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポリシーチェックを実行する

場合。

設定済みの論理パーティションポリシーによって、セルピックアップの操作が成功するか

失敗するかが決定される場合。

•モバイルボイスアクセス

Cisco Unified Mobilityがエンタープライズ拡張用に設定され、携帯電話が PSTNゲートウェ
イからエンタープライズ VoIP電話機にコールする場合。

Cisco Unified Communications Managerが、発信側 PSTNゲートウェイおよび着信側 VoIP電話
機に関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポリシーチェッ

クを実行する場合。

設定済みの論理パーティションポリシーが着信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•位置情報または位置情報フィルタが、参加するデバイスに関連付けられていない場合。
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•デュアルモードフォンが使用されるときには、論理パーティションがサポートされない場
合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

• SNRおよびモバイルボイスアクセスの場合、リオーダー音とともにコールがクリアまたは
拒否されます。

•セルピックアップの場合、接続される側とVoIP電話機（SNR）間の元のコールが復元され、
「携帯電話へコールを送信できません」というメッセージが VoIP電話機に表示されます。

共有回線

ここでは、論理パーティションと共有回線機能とのインタラクションについて説明します。

動作

共有回線へのコールまたは共有回線からのコールでは、論理パーティションチェックに基本コー

ルと同じ処理が使用されます。

Cisco Unified CommunicationsManager上の共有回線デバイスは、リモートで使用中（RIU）情報を
表示するために、論理パーティションポリシーチェックを実行します。接続される側の位置情

報識別子と、RIU情報を表示する共有回線デバイスとの間で、ポリシーがチェックされます。

設定

共有回線デバイスおよび PSTNアクセスデバイス（VoIPゲートウェイ）には、位置情報および位
置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

基本コールで次の状況が発生した場合、論理パーティションの処理が行われます。

•異なる位置情報をまたぐ VoIP電話機の共有回線が存在し、いずれかの VoIP電話機がローカ
ル PSTNゲートウェイを介して PSTNコールを発信または取得する場合。

•共有回線からPSTNゲートウェイへのコールを完了するために、CiscoUnifiedCommunications
Managerが発信側共有回線電話機および着信側 PSTNゲートウェイに関連付けられている位
置識別子情報を使用して、論理パーティションポリシーチェックを実行する場合。

• PSTNゲートウェイから共有回線へのコールを完了するために、CiscoUnifiedCommunications
Managerが発信側 PSTNゲートウェイおよび各着信側共有回線電話機に関連付けられている
位置識別子情報を使用して、論理パーティションポリシーチェックを実行する場合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが着信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。
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•リモートで使用中（RIU）情報を表示するかどうかを決定するために、Cisco Unified
Communications Managerが共有回線に関連付けられている各デバイスの位置識別子情報と、
接続される側（発信側または着信側）の位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ

リシーチェックを実行する場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスがVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が
発生しない場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生し
ない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

• Cisco Unified Communications Managerは、発信側デバイスで許可されていない位置情報にあ
る着信側共有回線デバイスへのコールをドロップします（またはコールを延長しません）。

•リモートで使用中状態の共有回線デバイスには、コールインスタンス情報が表示されませ
ん。

割り込み、C 割り込み、およびリモート再開
ここでは、論理パーティションと、割り込み、C割り込み、およびリモート再開機能とのインタ
ラクションについて説明します。

動作

共有回線での割り込み、C割り込み、またはリモート再開操作は、リモートで使用中（RIU）状態
でコールインスタンス情報が入手できるかどうかに依存します。

共有回線インタラクションに適用される同じ論理パーティションポリシーチェックによって、

RIU情報が入手できるかどうかが決定されます。

論理パーティション拒否の場合、制限されている共有回線ではRIUコールインスタンスが取り消
されます。

設定

共有回線デバイスおよび PSTNアクセスデバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連
付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。
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•異なる位置情報をまたぐ VoIP電話機の共有回線が存在し、いずれかの VoIP電話機がローカ
ル PSTNゲートウェイを介して PSTNコールを発信または取得する場合。

•リモートで使用中（RIU）情報の表示が共有回線コールシナリオの場合と同じように処理さ
れる場合。

•アクティブコールが共有回線デバイスによって保留されている間、リモートの [解除]ボタン
が使用できない場合。

• [割り込み]ボタンおよび [C割込]ボタンが使用できないため、これらのシナリオが実行でき
ない場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発信側と着信側の両方のデバイスが VoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、論理
パーティションポリシーチェックが無視される場合。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生し
ない場合。

•会議やミートミーなどのアクティブな機能のために、接続される側が会議ブリッジとなり、
会議に参加するすべてのデバイスに許可される位置情報がアクティブな共有回線デバイスに

関連付けられるときに、リモートで使用中の共有回線デバイスにコールインスタンス情報が

表示される場合。この場合、リモートで使用中の電話機では、許可されない参加者が会議に

参加している場合も含め、常に C割り込み/割り込み機能を実行できます。 C割り込み/割り
込みの参加者の場合、論理パーティションポリシーチェックが存在せず、論理パーティショ

ン拒否シナリオを防止できません。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

•コールインスタンス情報は表示されません。

ルートリストおよびハントパイロット

ここでは、論理パーティションと、ルートリストおよびハントパイロットとのインタラクション

について説明します。

動作

ルートリストの場合、デバイスから、ルートリストおよびルートグループに属しているゲート

ウェイまたはMGCPポートへのコールが、参加する発呼側デバイスおよび着信側デバイスの位置
情報識別子に基づいて、論理パーティションポリシーに照らしてチェックされます。

ハントパイロットの場合、PSTNデバイスから、ハントリストまたはハントグループに属してい
る回線デバイスへのコールが、参加する発呼側デバイスおよび着信側デバイスの位置情報識別子

に基づいて、論理パーティションポリシーに照らしてチェックされます。
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設定

発呼側デバイスおよび着信側デバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられま

す。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

• VoIP電話機または PSTNゲートウェイからルートリストを経由して PSTNゲートウェイに
至る基本コールが実行される場合。

• PSTNゲートウェイからハントリストを経由して一連の VoIP電話機に至る基本コールが実
行される場合。

• Cisco Unified CommunicationsManagerが、着信側および発信側のCiscoUnified Communications
Managerデバイスに関連付けられている位置識別子情報を使用して、論理パーティションポ
リシーチェックを実行する場合。

•設定済みの論理パーティションポリシーが発信 Cisco Unified Communications Managerデバイ
ス層に戻され、そのポリシーに従ってアクションが実行される場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•発呼側と着信側の両方のデバイスがVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が
発生しない場合。

•すべてのデバイスに位置情報と位置情報フィルタの両方を関連付ける必要がある場合。デバ
イスに位置情報も位置情報フィルタも関連付けられていない場合、処理は発生しません。

拒否処理

論理パーティションは、次のようにコールの拒否を処理します。

• Cisco Unified Communications Managerからのリオーダー音とともにコールがクリアまたは拒
否されます。

CTI 処理
ここでは、論理パーティションと、参加またはリダイレクトを実行するすべての機能との CTIイ
ンタラクションについて説明します。

動作

PSTNゲートウェイへのコール、参加、またはリダイレクトを伴うすべての操作に対して、論理
パーティションポリシーがチェックされ、次の状況で論理パーティションに障害が発生した場合

は CTIエラーが生成されます。

•基本コール
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•転送

•会議

•パーク取得および類似した機能

設定

参加するデバイスには、位置情報および位置情報フィルタが関連付けられます。

処理される状況

次の状況では、論理パーティションの処理が行われます。

•デバイスの 1つに、PSTN参加者が指定されている場合。

•操作のコンテキストで論理パーティションポリシーがチェックされる場合。

処理されない状況

次の状況では、論理パーティションの処理は行われません。

•位置情報または位置情報フィルタがデバイスに関連付けられていないときに、処理が発生し
ない場合。

•参加しているすべてのデバイスがVoIP電話機（DevType = Interior）であるときに、処理が発
生しない場合。

拒否処理

論理パーティションは、次のように操作ベースの CTI原因コードを生成して、コールの拒否を処
理します。

•基本コール：CTICCMSIP503SERVICENOTAVAILABL

•リダイレクト：CTIERR_REDIRECT_CALL_PARTITIONING_POLICY

•参加、転送、会議、およびその他： CTIERR_FEATURE_NOT_AVAILABLE

制限事項

論理パーティションには、次の制限事項があります。

• UPDATEでの SIPトランクユーザエージェントサーバ（UAS）ロケーション伝達

UASは、UPDATE要求を使用して、着信側の位置情報をユーザエージェントクライアント
（UAC）に通知します。これは通常、180 Ringingの後に発生します。

この位置情報を受信する論理パーティション対応クラスタで実行される論理パーティション

ポリシーチェックでは、ポリシーが拒否されると、コールがキャンセルされることがありま

す。使いやすいエンドユーザエクスペリエンスが実現されない可能性があります。
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•会議チェーンで会議をまたぐ参加者に対して論理パーティションチェックがサポートされな
い。

たとえば、ミートミーおよびアドホックの会議チェーンには、論理パーティション拒否の参

加者が参加できます。

• QSIGクラスタ間トランク（ICT）に関する制限

Q.SIGプロトコルが設定された ICTでは、発信側デバイスまたは着信側デバイスの位置情報
を通知できないことに注意してください。Q.SIGトンネル化プロトコルが選択されたときに
は、[位置情報の送信(Send Geolocation Information)]の ICT設定が無効になります。

•共有回線アクティブコール情報

論理パーティションが制限されるシナリオでは、ある機能によって共有回線コールが許可カ

テゴリに移動される場合でも、共有回線はコール期間中にアクティブコール情報をドロップ

します。

• C割り込み/割り込み

割り込み/C割り込みは発生しません。接続される側の論理パーティション拒否ポリシーに基
づいて、共有回線ではこれらの機能を試行できないようにしているためです（コールインス

タンスはドロップされます）。

ただし、会議やミートミーなどのアクティブな機能のために、接続される側が会議ブリッジ

となり、会議に参加するすべてのデバイスに許可される位置情報がアクティブな共有回線デ

バイスに関連付けられるときは、リモートで使用中の共有回線デバイスにコールインスタン

ス情報が表示されます。この場合、リモートで使用中の電話機では、許可されない参加者が

会議に参加している場合も含め、常に C割り込み/割り込み機能を実行できます。 C割り込
み/割り込みの参加者の場合、論理パーティションポリシーチェックが存在せず、論理パー
ティション拒否シナリオを防止できません。

• Cisco Unified Communications Managerは、位置情報を H.323ゲートウェイまたはMGCPゲー
トウェイに通知しない。

SIPトランクのチェックボックスに基づいて、SIPゲートウェイへの通知を無効にすることが
できます。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、H.225ゲートキーパー制御のトランク経由で位置情
報を通知しない。

シナリオ：Cisco Unified Communications Manager 1は論理パーティションが有効のままです
が、CiscoUnifiedCommunicationsManager 2は論理パーティションが無効なままとなります。

CCM1の電話機 Aが、（ICTトランクまたは SIPトランクを使用して）CCM2の電話機 Bを
コールします。

電話機 Bが会議を要請し、PSTNを会議に招待します。

制限：会議が確立されます。

電話機Bがオンフックになると、電話機AとCiscoUnified CommunicationsManager 2の PSTN
間のコールがリオーダー音とともにクリアされます。
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•モビリティセルピックアップ：携帯電話でコールに応答すると、論理パーティション拒否
処理が実行されます。

コールが携帯電話に発信される前に、論理パーティションポリシーチェックは発生しませ

ん（基本 SNRコールの場合には発生します）。現在の仕様により、論理パーティションポ
リシーがチェックされるのは、携帯電話がコールに応答すると実行される SsJoinReq処理の
後だけです。

• Cisco Extension Mobilityは、異なる位置情報の電話機にログインします。

ローカルルートグループの設定時に、発信 PSTNコールが発生することがあります。

着信 PSTNコールは電話機に対して発信されませんが、リオーダー音を受信します。

•論理パーティションポリシーでは、BLFSDまたはBLFピックアッププレゼンス通知はチェッ
クされません。

現在、通知用には論理パーティションインフラストラクチャが追加されません。

自動転送で障害が発生しても、RTMT Number of Forwarding Failures perfmonカウンタは増分
されません。その代わり、Number of Basic Call Failures perfmonカウンタが増分されます。

• IOS H.323ゲートウェイおよび SIPゲートウェイでは、コールの接続がリリースされても、
補足機能実行時の論理パーティションポリシーにより、リオーダー音が発生しません。

例

IOS SIPゲートウェイまたは H.323ゲートウェイの背後にあるリモート接続先（RD）の電話
機が、VoIP電話機 Aをコールします。

認証の完了後、RD電話機が電話機 Cにコールを発信しますが、論理パーティション制限ポ
リシーにより、コールが拒否されます。

原因コード = 63 "Service or option not available."でRD電話機へのコールがクリアされますが、
その RD電話機へのリオーダー音は再生されません。

この原因コードは、すべての論理パーティション障害に共通のコードです。

この動作は、CONNECT状態後はリオーダー音を再生しないという IOSゲー
トウェイ側の仕様制限により発生します。 CONNECT状態後に再生される唯
一の音は、17（話し中）または 44（使用可能な回線なし）です。

同じような制限が、フックフラッシュやオンフック転送などの補足機能に適

用されます。

（注）

•論理パーティションで障害が発生した場合にコールをボイスメールに自動転送するための設
定は存在しません。

•論理パーティション拒否で障害が発生しても、アナウンスは発生しません。

• Cisco Unified Communications Managerでは、Cisco Unified MeetingPlaceまたは Cisco Unified
MeetingPlaceExpressが関与するコールに対する論理パーティション機能はサポートされませ
ん。
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論理パーティションの設定
この項では、論理パーティションの設定方法について説明します。

論理パーティションを設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

論理パーティションの設定, （1ページ）

位置情報の設定

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [位置情報の設定
(Geolocation Configuration)]メニューオプションを使用して位置情報を設定します。

位置情報の設定の詳細については、位置情報の設定を参照してください。

位置情報フィルタの設定

Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [システム(System)] > [位置情報フィルタ
(Geolocation Filter)]メニューオプションを使用して位置情報フィルタを設定します。

位置情報フィルタの設定の詳細については、位置情報フィルタの設定を参照してください。

論理パーティションポリシーの設定

この項では、論理パーティションポリシーの設定について説明します。論理パーティションポ

リシーを設定するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティン
グ(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]メ
ニューオプションを使用します。

論理パーティションポリシーの検索

ネットワークに複数の論理パーティションポリシーが存在することがあるため、Cisco Unified
Communications Managerでは指定した条件に基づいて論理パーティションポリシーを検索できま
す。 Cisco Unified Communications Managerデータベースで特定の論理パーティションポリシーを
検索するには、次の手順に従います。
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ブラウザセッションでの作業中は、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで論理
パーティションポリシーの検索プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動し

てこのメニュー項目に戻った場合でも、検索を変更するかブラウザを閉じない限り、論理パー

ティションポリシーの検索プリファレンスはCiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジで保持されています。

（注）

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy
Configuration)]を選択します。
[ポリシーの検索/一覧表示(Find and List Policies)]ウィンドウが表示されます。ウィンドウには、
アクティブな（前の）クエリーのレコードが表示される場合もあります。

ステップ 2 特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

a) 最初のドロップダウンリストボックスで、検索パラメータを選択します。
b) 2番目のドロップダウンリストボックスで、検索パターンを選択します。
c) 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

別の検索条件を追加するには、[+]ボタンをクリックします。条件を追加した場合
は、指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するに

は、[-]ボタンをクリックして、最後に追加された条件を削除するか、または [フィ
ルタのクリア(ClearFilter)]ボタンをクリックして、追加されたすべての検索条件を削
除します。

（注）

ステップ 3 データベースのすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空であることを確認し

て、[検索(Find)]をクリックします。
一致するすべてのレコードが表示されます。 [ページあたりの行数(Rows per Page)]ドロップダウ
ンリストボックスで別の値を選択すると、表示される項目数を変更できます。

適切なレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除(Delete
Selected)]をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。 [すべ
て選択(Select All)]をクリックして [選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックすると、
この選択対象として設定可能なすべてのレコードを削除できます。

（注）

ステップ 4 表示されたレコードリストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま

す（使用可能な場合）。

（注）

選択した項目がウィンドウに表示されます。

論理パーティションポリシーの設定

論理パーティションポリシーを追加または更新するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy
Configuration)]を選択します。
[ポリシーの検索/一覧表示(Find and List Policies)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

a) 新しい論理パーティションポリシーを追加するには、[新規追加(AddNew)]をクリックします。
[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウが表示
されます。

b) 論理パーティションポリシーを更新するには、論理パーティションポリシーの検索,（43ペー
ジ）の説明に従って特定の論理パーティションポリシーを検索します。

ステップ 3 適切な設定値を入力します（論理パーティションポリシーの設定, （46ページ）を参照）。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。
論理パーティションポリシーを追加した場合は、ウィンドウの一番下にあるリストボックスに新

しい論理パーティションポリシーが含まれています。

論理パーティションポリシーレコードの削除

既存の論理パーティションポリシーレコードを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy
Configuration)]を選択します。
[ポリシーの検索/一覧表示(Find and List Policies)]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 特定の論理パーティションポリシーを検索するには、検索条件を入力し、[検索(Find)]をクリック
します。

検索条件に一致した位置情報フィルタ論理パーティションポリシーが表示されます。

ステップ 3 次のいずれかの操作を実行します。

a) 削除する論理パーティションポリシーの横のチェックボックスをオンにし、[選択項目の削除
(Delete Selected)]をクリックします。

b) [すべて選択(SelectAll)]をクリックし、[選択項目の削除(Delete Selected)]をクリックして、ウィ
ンドウ内のすべての論理パーティションポリシーを削除します。

c) 削除する論理パーティションポリシー名をリストから選択し、[削除(Delete)]をクリックしま
す。

確認のダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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このレコードに指定した論理パーティションポリシーおよびすべてのペアポリシーが削除されま

す。

論理パーティションポリシーペア設定の削除

この場合、論理パーティションポリシーレコードを選択し、そのレコードの設定ウィンドウを表

示します。

ポリシーは現在ペアで設定されています。例を示します。

GLP-1 Border GLP-2 Interior Allow

GLP-1 Border GLP-3 Interior Allow

2つ目のポリシーを削除する必要がある場合は、2つ目のポリシーを選択し、[デフォルトポリシー
の使用(Use Default Policy)]設定を選択します。

保存すると、ポリシーの対応するペアがポリシーのマトリクスから削除されます。

GLP-1レコードには変更が加えられないことに注意してください。

論理パーティションポリシーペア設定の更新

この場合、論理パーティションポリシーレコードを選択し、そのレコードの設定ウィンドウを表

示します。

ポリシーは現在ペアで設定されています。例を示します。

GLP-1 Border GLP-2 Interior Allow

GLP-1 Border GLP-3 Interior Allow

2つ目のポリシーを更新する必要がある場合は、2つ目のポリシーを選択し、[ポリシー(Policy)]設
定で [許可(Allow)]または [拒否(Deny)]を指定します。

保存すると、ポリシーの対応するペアがポリシーのマトリクスから更新されます。

論理パーティションポリシーの設定

次のエンティティ間に必須の相互接続動作には、論理パーティションポリシーを設定します。

• PSTNゲートウェイと VoIP電話機

• PSTNゲートウェイと PSTNゲートウェイ

•クラスタ間トランク（ICT）と VoIP電話機

• ICTと VoIPゲートウェイ

System Default Policyエンタープライズパラメータ（デフォルト値 = DENY）は、設定済みのポリ
シーが見つからない場合のデフォルトのポリシーです。
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[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]ウィンドウ（Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [コールルーティング(Call Routing)] > [論理パー
ティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]メニューオプション）で、管
理者は位置情報に設定されているフィールドのサブセットから位置情報ポリシーレコードを作成

する必要があります。

論理パーティションポリシーは、位置情報ポリシーレコードとデバイスタイプのペア間に設定

します。

許可ポリシーと拒否ポリシーを設定します。設定の詳細については、論理パーティションの機能,
（3ページ）を参照してください。

例を含め論理パーティションポリシーの詳細については、論理パーティションポリシー, （11
ページ）を参照してください。

次の表に、論理パーティションポリシーの設定に使用する設定項目を示します。

表 3：論理パーティションポリシーの設定項目

説明フィールド

[論理パーティションポリシーの設定(Logical Partitioning Policy Configuration)]

この論理パーティションポリシーの一意の名前を入力します（1
～ 50文字）。

引用符（"）、右山カッコ（>）、左山カッコ（<）、バックス
ラッシュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセント記号
（%）を除くすべての文字を使用できます。

[名前(Name)]

この論理パーティションポリシーの説明を入力します。[説明(Description)]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの国を選択します。この論理パーティションポリシー

にこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]にし
ておくことができます。

[国(Country)]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A1値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A1]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A2値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A2]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A3値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A3]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A4値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A4]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A5値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A5]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの A6値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[A6]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの PRD値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[PRD]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの POD値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[POD]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの STS値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[STS]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの HNO値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[HNO]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの HNS値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[HNS]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの LMK値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[LMK]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの LOC値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[LOC]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーのFLR値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[FLR]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの NAM値を選択します。この論理パーティションポ
リシーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[NAM]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーの PC値を選択します。この論理パーティションポリ
シーにこのフィールドを指定しない場合は、[<なし>(<None>)]
にしておくことができます。

[PC]

[設定済みポリシー(Configured Policies)]

この論理パーティションポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティションポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係

用に新しい行が 1つ、このペインに表示されます。このカラム
には、この関係に現在設定されている論理パーティションポリ

シーのデバイスタイプが表示されます。

このペインには、[デフォルトポリシーの使用(Use
DefaultPolicy)]を指定しない関係だけが表示されます。

（注）

[デバイスタイプ(Device Type)]

この論理パーティションポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティションポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係

用に新しい行が 1つ、このペインに表示されます。このカラム
には、この関係の他の位置情報ポリシーが表示されます。

このペインには、[デフォルトポリシーの使用(Use
DefaultPolicy)]を指定しない関係だけが表示されます。

（注）

[位置情報ポリシー(Geolocation
Policy)]
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説明フィールド

この論理パーティションポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティションポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係

用に新しい行が 1つ、このペインに表示されます。このカラム
には、この関係に設定されている他の論理パーティションポリ

シーのデバイスタイプが表示されます。

このペインには、[デフォルトポリシーの使用(Use
DefaultPolicy)]を指定しない関係だけが表示されます。

（注）

[他のデバイスタイプ(Other
Device Type)]

この論理パーティションポリシーと別の（または同じ）論理パー

ティションポリシーとの関係を設定すると、その設定した関係

用に新しい行が 1つ、このペインに表示されます。このカラム
には、この関係に設定されている論理パーティションポリシー

値が表示されます。

このペインには、[デフォルトポリシーの使用(Use
DefaultPolicy)]を指定しない関係だけが表示されます。

（注）

[ポリシー(Policy)]

[他の位置情報ポリシーへの関係を設定(Configure Relationship to other Geo Location Policies)]

この論理パーティションポリシーと他の位置情報ポリシーとの

関係を設定するには、ドロップダウンリストボックスから、次

のいずれかの値を選択します。

• [ボーダー(Border)]：デバイスがPSTNトランク、ゲートウェ
イ、およびMGCPポートである場合には、このデバイスタ
イプを選択します。

• [内部(Interior)]：デバイスが VoIP電話機または内部のエン
ドポイントである場合には、このデバイスタイプを選択し

ます。

各デバイスタイプ（ボーダーまたは内部）に関連付け

ることができる Cisco Unified Communications Manager
デバイスのリストについては、論理パーティションの

機能, （3ページ）を参照してください。

（注）

[デバイスタイプ(Device Type)]

この論理パーティションポリシーとその位置情報ポリシーとの

関係を設定するには、このペインで別の位置情報ポリシーの名

前を選択します。

[位置情報ポリシー(Geolocation
Policy)]
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説明フィールド

ドロップダウンリストボックスから、[位置情報ポリシー
(Geolocation Policy)]カラムで選択した他の位置情報ポリシーの
デバイスタイプを選択します。次のいずれかの値を選択しま

す。

• [ボーダー(Border)]：デバイスがPSTNトランク、ゲートウェ
イ、およびMGCPポートである場合には、このデバイスタ
イプを選択します。

• [内部(Interior)]：デバイスが VoIP電話機または内部のエン
ドポイントである場合には、このデバイスタイプを選択し

ます。

各デバイスタイプ（ボーダーまたは内部）に関連付け

ることができる Cisco Unified Communications Manager
デバイスのリストについては、論理パーティションの

機能, （3ページ）を参照してください。

（注）

[他のデバイスタイプ(Other
Device Type)]

ドロップダウンリストボックスから、この論理パーティション

ポリシーと [位置情報ポリシー(Geolocation Policy)]カラムで選択
した位置情報ポリシーとの間に適用するポリシーを選択します。

次のいずれかの値を選択します。

• [デフォルトポリシーの使用(Use Default Policy)]：Logical
Partitioning Default Policyエンタープライズパラメータに指
定されているデフォルトのポリシーを適用するには、この

値を選択します。

• [許可(Allow)]：この論理パーティションポリシーと他の位
置情報ポリシーとの間に許可ポリシーを指定するには、こ

の値を選択します。

• [拒否(Deny)]：この論理パーティションポリシーと他の位
置情報ポリシーとの間に拒否ポリシーを指定するには、こ

の値を選択します。

[ポリシー(Policy)]

アップグレード後の論理パーティションの設定
リリース 7.1(2)よりも前のリリースから Cisco Unified Communications Managerをアップグレード
するときは、論理パーティション設定に関連付けられているエンティティに次の値が割り当てら

れます。

• Enable Logical Partitioningエンタープライズパラメータは [False]となります。
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• Logical Partitioning Default Policyエンタープライズパラメータは [拒否(Deny)]となります。

•位置情報

◦位置情報テーブルには、設定済みの位置情報レコードが存在しません。

◦ Default Geolocationエンタープライズパラメータは未指定です。

◦デバイスプールでは、位置情報の値が [なし(None)]となります。

◦デバイスでは、位置情報の値が [デフォルト(Default)]となります。

•位置情報フィルタ

◦位置情報フィルタテーブルには、設定済みの位置情報フィルタレコードが存在しませ
ん。

◦ Logical Partitioning Default Filterエンタープライズパラメータは [なし(None)]となりま
す。

◦デバイスプールでは、位置情報フィルタの値が [なし(None)]となります。

◦デバイスでは、位置情報フィルタの値が [なし(None)]となります。

•論理パーティションポリシー

◦設定済みの位置情報ポリシーレコードおよびポリシーが、位置情報ポリシーテーブル
および位置情報ポリシーマトリクステーブルに存在しません。

論理パーティションのトラブルシューティング
論理パーティションのトラブルシューティングの詳細については、『TroubleshootingGuide forCisco
Unified Communications Manager』を参照してください。
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